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１
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１．職員の海外渡航

職員の海外渡航

氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費
小林公治 韓国 R1.4.21～4.24 韓国内での調査及び打ち合わせ 科研費、シ 07
前川佳文 イタリア R1.5.11～5.23 ポンペイにおける壁画の調査研究 科研費

友田正彦 カンボジア、
ネパール R1.5.19～5.29 タネイ寺院遺跡東門の建築調査（カンボジア）／ハヌ

マンドカ王宮修復事業に関する会議ほか（ネパール）
コ 02、受託（文
化庁 ネパール）

淺田なつみ

カンボジア

R1.5.19～6.3

タネイ寺院遺跡東門の建築調査、タネイ寺院遺跡
東門の修復工事に関する協議、ICC技術会合への
出席及び発表

コ 02
マルティネス
アレハンドロ R1.5.27～6.13

友田正彦 R1.6.1～6.3
金井　健 R1.6.1～6.13

安倍雅史 イラン R1.6.1～6.10 カレ・クブ遺跡の出土資料の整理と分析 科研費

前川佳文 トルコ R1.6.8～6.18 カッパドキアにおける壁画の保存管理に関する研
修の実施 コ 03

加藤雅人 カナダ R1.6.10～6.14 在外日本古美術品保存修復協力事業における現地
作品調査 コ 04

間舎裕生 カンボジア R1.6.19～6.29 タネイ寺院遺跡東門の修復工事に係る発掘調査 コ 02
西　和彦

アゼルバイジ
ャン R1.6.28～7.11 第43回世界遺産委員会への参加 コ 01二神葉子

境野飛鳥
前原恵美 韓国 R1.7.1～7.19 韓・日研究交流・研修 ム 05

友田正彦 ネパール R1.7.5～7.10 カトマンズ・ハヌマンドカ王宮修復事業に係る建
築調査

受託（文化庁 ネパ
ール）

安倍雅史 オランダ R1.7.9～7.15 Seminar for Arabian Studiesへの出席及び口頭発表 科研費
牛窪彩絢 

ミャンマー
R1.7.10～7.18

ミャンマー・バガン寺院壁画の保存に係る現地調査 コ 03
前川佳文 R1.7.10～7.30

淺田なつみ ネパール R1.7.14～7.26 ハヌマンドカ王宮修復事業に係る建築調査 受託（文化庁 ネパ
ール）

小林公治

カタール、
オランダ、

ポルトガル、
スペイン

R1.7.15～8.6 カタール、ヨーロッパでの螺鈿器等の調査 科研費

山梨絵美子 韓国 R1.7.17～7.20 韓・日研究交流・研修 一般管理費
加藤雅人

ポーランド

R1.7.26～8.1

国際集会「日本絵画の修復」の開催
コ 04、コ 05、
受託（文化庁 ポー
ランド）

小田桃子

R1.7.26～8.2
五木田まきは
後藤里架
堀まなみ

友田正彦 R1.7.28～8.2

石村　智 ミクロネシア
連邦 R1.8.8～8.18 スカイスケープ科研の調査 先方負担（南山大

学）

間舎裕生 イスラエル R1.8.8～8.31 テル・ヘレシュ遺跡の発掘調査 先方負担（天理大
学）
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久保田裕道 ネパール R1.8.9～8.15 コカナ無形文化遺産調査 受託（文化庁 ネパ
ール）

金井　健 カンボジア R1.8.10～8.17 タネイ寺院遺跡東門の修復工事に関する協議 コ 02
加藤雅人

台湾

R1.8.12～8.15

ワークショップ「染織品の保存と修復」の開催 コ 05
後藤里架 R1.8.12～8.23
菊池理予 R1.8.13～8.16
加藤雅人 R1.8.19～8.23
友田正彦

ブータン R1.8.20～8.28 民家等歴史的建造物の保存活用に関する調査 受託（文化庁 ブー
タン）

金井　健
西　和彦
淺田なつみ
マルティネス
アレハンドロ

齊藤孝正 台湾 R1.8.21～8.24 ワークショップ「染織品の保存と修復」、市内文化
施設等視察 一般管理費

久保田裕道 ブータン R1.8.26～9.7 招聘芸能調査 先方負担（全日本
郷土芸能協会）

林美木子 韓国 R1.8.28～8.31 東アジア文化遺産保存国際シンポジウムへの出席 先方負担（防災⑧）

淺田なつみ カンボジア、
ネパール R1.9.7～9.26

タネイ寺院遺跡東門の修復工事に係る建築調査
（カンボジア）／ハヌマンドカ王宮修復事業に係る

建築調査、集落復興保全事業に関するワークショ
ップへの出席（ネパール）

コ 02、受託（文
化庁ネパール）

ヴァル　エリ
フ　ベルナ カンボジア R1.9.13～9.21 タネイ寺院遺跡東門の修復工事に係る建築調査 コ 02

米沢　玲 中国 R1.9.19～9.26 江南地域における羅漢信仰の現地調査 科研費

友田正彦
ネパール

R1.9.20～9.24 ハヌマンドカ王宮修復事業に係る会議への出席及
び建築調査 受託（文化庁 ネパ

ール）
金井　健 R1.9.20～9.25 集落復興保存事業に係るワークショップへの出席

西　和彦 ドイツ R1.9.22 〜 9.25 世界遺産「ル・コルビュジエの建築遺産」にかかる
第5回国際常設会議への出席

先方負担
（国立西洋美術館）

ヴァル　エリ
フ　ベルナ インド R1.9.24 〜 9.29 Ratrick Geddes国際会議への論文発表 先方負担（IPS 

Academy）

友田正彦 スペイン R1.10.1～10.7 ICOMOS木の小委員会主催木造遺産保存シンポジ
ウム及び研修コース参加

先方負担
（ICOMOS　ISC 

Wood）

間舎裕生
アルメニア

R1.10.1～10.19
「染織文化遺産保存修復ワークショップ」の開催

コ 02
齋藤孝正

R1.10.14～10.19
一般管理費

金井　健 コ 02
ヴァル　エリ
フ　ベルナ カンボジア R.1.10.6~10.26 タネイ寺院遺跡東門の修復行為に係る建築調査 コ 02

前川佳文 イタリア R1.10.9～10.27 イタリア考古遺跡・地震被災地での視察調査、ミ
ャンマー共同研究打ち合わせ コ 03

西　和彦
中国 R1.10.10～10.11 HIAに係る国際研修の実施についての打ち合わせ コ 01

境野飛鳥

友田正彦 カンボジア、
ベトナム R1.10.13～10.19

タネイ寺院遺跡東門の修復工事の実施及び建築調
査（カンボジア）／ハノイにおける社会科学院都城
研究所主催セミナー参加（ベトナム）

コ 02、先方負担
（ベトナム社会科学

院）
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費
石村　智

ネパール R1.10.20～10.25 無形文化遺産ワークショップへの参加 受託（文化庁 ネパ
ール）久保田裕道

江村知子 ドイツ、
イギリス R1.10.21～12.20 講義及び研究交流

先方負担（ハイデ
ルベルク大学）、シ
01 、里帰り

小田桃子 中国 R1.10.22～10.27 中国竹紙抄造調査・撮影 先方負担（文化庁）

金井　健 カンボジア R1.10.24～11.5 タネイ寺院遺跡東門の修復工事に係る建築調査 コ 02
川野邉　渉

イタリア
R1.10.27～11.2

ICCROMの理事会と総会への参加
先方負担（文化庁）

西　和彦
R1.10.27～11.3

境野飛鳥 コ 01
齊藤孝正

メキシコ
R1.10.28～11.4 国際研修「ラテンアメリカにおける紙の保存と修

復」の開催
一般管理費

五木田まきは R1.10.28～11.8 コ 05

間舎裕生 バーレーン R1.10.28～11.5 バハレーン・マカバ古墳群の発掘調査への参加 先方負担（橿原考
古学研究所）

林　美木子 イタリア R1.11.8～12.8 ICCROMの海外研修への参加 先方負担（防災⑧）

石村　智 トンガ R1.11.18～11.23 世界無形文化遺産フェスティバルの事前打合せ 先方負担（全日本
郷土芸能協会）

米沢　玲 イギリス R1.11.18～11.25 共同研究の協議・作品調査 シ 01

淺田なつみ ネパール R1.11.29～12.6 歴史的集落保全に関するワークショップ運営 受託（文化庁 ネパ
ール）

三本松俊徳 カンボジア R1.11.30～12.4 タネイ寺院遺跡東門の修復工事に関する協議及び
奈文研カンボジア事業25周年記念式典への参加 一般管理費

友田正彦
カンボジア、

ドイツ

R1.11.30～12.8 タネイ寺院遺跡東門の修復工事に関する協議及び
奈文研カンボジア事業25周年記念式典参加（カン
ボジア）／ワークショップ「漆工品の保存と修復」
の開催（ドイツ）

コ 02、コ 05

齊藤孝正 R1.11.30～12.9 一般管理費

後藤里架
ドイツ

R1.11.30～12.9
ワークショップ「漆工品の保存と修復」の開催 コ 05

早川典子 R1.12.1～12.7
間舎裕生

カンボジア

R1.12.1～12.12
タネイ寺院遺跡東門の修復工事に係る発掘調査、
ICC技術会合への出席及び発表 コ 02ヴァル　エリ

フ　ベルナ R1.12.9～12.12

安倍雅史 R1.12.9～12.21
石村　智

コロンビア
R1.12.8～12.15

ユネスコ無形文化遺産政府間委員会出席 ム 05
二神葉子 R1.12.8～12.16

前川佳文 エジプト R1.12.22～1.8 新王国時代石窟墓内に描かれた壁画の保存修復事
前調査及び壁画損傷個所の応急処置 科研費

水谷悦子 トルコ R1.12.24～12.30 ハギア・ソフィア大聖堂の保存修復に関する調査 科研費、先方負
担（京都大学）

石村　智 ドイツ R1.12.24～12.31 ドイツ所在のオセアニア資料の調査 科研費
淺田なつみ

ネパール
R2.1.2～1.8

集落復興保全事業に係る第３回市長会議への出席
及び発表

受託（文化庁 ネパ
ール）友田正彦 R2.1.4～1.7

金井　健 R2.1.4～1.8
安倍雅史

バーレーン
R2.1.5～1.29

ワーディー・アッ＝サイル古墳群の発掘調査 科研費
間舎裕生 R2.1.25～2.11
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間舎裕生 パレスチナ R2.1.11～1.24
国際協力機構の依頼による、ヒシャム宮殿遺跡展
示施設公開に先立つサイトマネジメントプラン策
定のための事前調査

先方負担（JICA）

二神葉子
タイ R2.1.12～1.18 タイ所在日本製伏彩色螺鈿に関する調査 シ 02

城野誠治

貴田啓子 フランス R2.1.12～1.18 日仏各チームの研究報告会、ナノセルロース研究
の情報収集

受託（二国間交流
事業）

ヴァル　エリ
フ　ベルナ ブータン

R2.1.12～1.18 民家の保存活用に関するワークショップへの出席
及び発表

受託（文化庁 ブー
タン）

金井　健 R2.1.14～1.18

友田正彦 カンボジア、
ブータン R2.1.13～1.18

タネイ寺院遺跡東門の修復工事に関する協議（カ
ンボジア）／民家の保存活用に関するワークショ
ップへの出席（ブータン）

コ 02、受託（文
化庁 ブータン）

牛窪彩絢 ミャンマー R2.1.15～1.26 ミャンマー・バガン寺院壁画の保存修復に係る現
地調査 コ 03

前川佳文
ミャンマー

R2.1.15～1.31 ミャンマー・バガン寺院壁画の保存修復に係る現
地調査 コ 03

小峰幸夫 R2.1.26～1.31
松保小夜子

インドネシア
R2.1.18～1.26

インドネシア国際協力調査 受託（文化庁 コン
ソーシアム）久保田裕道 R2.1.19～1.24

安倍雅史 バーレーン R2.2.3～2.11 ワーディー・アッ＝サイル古墳群の発掘調査 科研費

橘川英規 アメリカ R2.2.5～2.10 International　Terminology　Working　Group 
(ITWG) meetingへの参加 シ 01

金井　健 台湾 R2.2.11～2.14 旧佐世保無線電信所（針尾送信所）施設の保存修理
に係る建築調査

先方負担（佐世保
市）

片渕奈美香
ドイツ R2.2.16～3.2 ドイツ技術博物館、ケルン東洋美術館に保管して

いた資材の梱包・日本への輸送 コ 05五木田まきは
後藤里架

石村　智 ニュージーラ
ンド R2.2.24～3.1 先住民マオリの文化遺産に関する調査 先方負担（金沢大

学）

淺田なつみ

カンボジア

R2.2.25～3.8

タネイ寺院遺跡東門の修復工事に係る建築調査 コ 02ヴァル　エリ
フ　ベルナ R2.3.3～3.19

友田正彦 R2.3.16～3.19

氏　　名 所　　　　属 派  遣  期  間 渡  航  先 経　　費
派遣理由：集落復興保全事業に関する集落調査及び協議等

森　朋子 札幌市立大学  デザイン学部  准教授 R1.5.1～5.8 ネパール 受 託（ 文 化
庁 ネパール）

派遣理由：トルコ共和国人材育成事業における招待講演
菅原裕文 金沢大学  人間社会研究域歴史言語文化学系  准教授 R1.5.1～5.8 トルコ コ03

派遣理由：在外日本古美術品保存修復協力事業における現地作品調査
宇都宮正紀 株式会社修美  代表取締役

R1.6.10～6.14 カナダ コ04
市宮景子 株式会社修美

令和元年 度における国内から国外への派遣申請については、下記のとおりである。
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派遣理由：国際集会「日本絵画の修復」における講演、実演等
福西正行 福西和紙本舗  代表

R1.7.25～8.2

ポーランド

コ04、コ05、
受 託（ 文 化
庁 ポ ー ラ ン
ド）

山本記子 国宝修理装潢師連盟  代表理事
木村暢成 国宝修理装潢師連盟  主任技師
沖本明子 国宝修理装潢師連盟  主任技師
木下陽介 国宝修理装潢師連盟  主任技師
大菅　直 伝統技術伝承者協会  理事
池田和彦 株式会社修護  代表取締役

R1.7.26～8.1
君嶋隆幸 株式会社修護　
田中宏平 小林刷毛製造所　 R1.7.26～8.2
君嶋真珠 継 金属工房 R1.7.27～7.31

派遣理由：集落復興保全事業に関する集落調査

森　朋子 札幌市立大学  デザイン学部  准教授 R1.8.9～8.17 ネパール 受 託（ ネ パ
ール）

派遣理由：ワークショップ「染織品の保存と修復」における講師

濱田仁美 東京家政大学  家政学部  服飾美術学科  准教授
R1.8.13～8.15

台湾 コ 05小山弓弦葉 東京国立博物館  学芸研究部  調査研究課  工芸室長

石井美恵
佐賀大学  芸術地域デザイン学部  地域デザインコース  准
教授

R1.8.18～8.22

派遣理由：民家等歴史的建造物の保存活用に関する調査
海野　聡 東京大学大学院  工学系研究科建築学専攻  准教授 R1.8.20～8.24

ブータン 受 託（ 文 化
庁 ブータン）

江面嗣人 岡山理科大学  工学部建築学科  教授
R1.8.20～8.27

菅澤　茂 元京都府教育庁文化財保護課  技術職員
金出ミチル 元文化財建造物保存技術協会  技術職員

R1.8.20～8.28
向井純子 元ブータン内務文化省文化局  遺産保存課  主任建築技士
津村泰範 長岡造形大学  建築・環境デザイン学科  准教授 R1.8.21～8.28

派遣理由：集落復興保全事業に関するワークショップへの出席
森　朋子 札幌市立大学  デザイン学部  准教授 R1.9.18～9.24

ネパール 受 託（ 文 化
庁 ネパール）山田大樹 株式会社  都市環境研究所  研究員 R1.9.20～9.24

派遣理由：国際研修「染織文化遺産保存修復ワークショップ」における講義及び実習
横山　翠 刺繍作家、NHK 文化センター講師　 R1.10.3～10.19

アルメニア コ 02
石井美恵

佐賀大学  芸術地域デザイン学  地域デザインコース准教
授

R1.10.3～10.22

派遣理由：タネイ寺院遺跡東門の修復工事に係る三次元計測調査
大石岳史 東京大学生産技術研究所  准教授

R1.10.6～10.10 カンボジア コ 02
平田篤己 東京大学大学院工学系研究科　

派遣理由：国際研修事業における国際研修「ラテンアメリカにおける紙の保存と修復」の講師
四本広樹 国宝修理装潢師連盟  技師 R1.10.28～11.3

メキシコ コ 05
中村隆博 国宝修理装潢師連盟  技師長 R1.10.28～11.8

杉山恵助
東北芸術工科大学  芸術学部  文化財保存修復学科  准教授

（東洋絵画修復）兼 文化財保存修復研究センター  研究員
R1.11.2～11.8
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５
  研
究
交
流

氏　　名 所　　　　属 派  遣  期  間 渡  航  先 経　　費
派遣理由：集落復興保全事業に関する集落調査

森　朋子 札幌市立大学  デザイン学部  准教授 R1.11.30～12.5 ネパール 受 託（ 文 化
庁 ネパール）

派遣理由：タネイ寺院東門の修復工事に係る地質調査
桑野玲子 東京大学生産技術研究所  教授

R1.12.16～12.19 カンボジア コ 02
大坪正英 東京大学生産技術研究所  助教

派遣理由：集落復興保全事業に関する第 3 回市長会議への出席及び発表
山田大樹 株式会社  都市環境研究所  研究員 R2.1.3～1.6

ネパール 受 託（ 文 化
庁 ネパール）

西村幸夫 神戸芸術工科大学  芸術工学機構長 R2.1.3～1.7
森　朋子 札幌市立大学  デザイン学部  准教授 R2.1.3～1.8

派遣理由：バーレーンの水中考古遺産の調査

佐々木蘭貞
九州国立博物館  学芸部博物館科学課  アソシエイトフェ
ロー

R2.1.5～1.12 バーレーン 科研費

派遣理由：報告会・調査

秋山純子
九州国立博物館  学芸部  博物館科学科  環境保全室  主任
研究員

R1.1.11～1.18
フランス 受託（二国

間交流事業）
安藤真理子 奈良大学  総合研究所  アソシエイトフェロー R1.1.12～1.19

派遣理由：民家の保存活用に関するワークショップへの出席

向井純子 元ブータン内務文化省文化局  遺産保存課  主任建築技士 R2.1.12～1.18

ブータン 受託（文化
庁 ブータン）青木孝義 名古屋市立大学大学院  芸術工学研究科  教授

R2.1.14～1.18マルティネス 
アレハンドロ 京都工芸繊維大学  デザイン・建築学系  助教

派遣理由：タイ所在日本製伏彩色螺鈿に関する調査

勝盛典子 公益財団法人香雪美術館  中之島香雪美術館  館長
R2.1.12～1.18 タイ シ 02

山下好彦 漆芸修復家（フリーランス）
派遣理由：インドネシア国際協力調査

齋藤里香
東日本大震災津波伝承館いわて TSUNAMI メモリアル  学
芸員

R2.1.17～1.26

インドネシ
ア

受託（文化
庁 コンソー
シアム）

布野修司 日本大学  生産工学部建築工学科  特任教授 R2.1.18～1.26

田代亜紀子
北海道大学  大学院メディア・コミュニケーション研究院
准教授

R2.1.22～1.26

派遣理由：ワーディー・アッ＝サイル古墳群から出土する古人骨調査
岡崎健治 鳥取大学  医学部解剖学講座助教 R2.2.8～2.14 バーレーン 科研費

派遣理由：タネイ寺院遺跡東門の修復工事に係る三次元計測調査
川上大智 東京大学  工学系研究科  電気系工学専攻  修士課程 R2.2.26～3.5 カンボジア コ 02

派遣理由：ネパール集落調査および集落復興保存事業に関するワークショップへの出席

森　朋子 札幌市立大学  デザイン学部  准教授 R2.3.8～3.11 ネパール 受託（文化
庁 ネパール）
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派  遣  期  間 氏　　名 所　　属 用　務　地 経　　費

派遣理由：壁画関連調査と研修での講義
R1.6.9～R1.6.13 Leonardo Borgioli C.T.S. SRL FIRENZE

カッパドキア大
学ほか コ 03

R1.6.9～R1.6.16
Alberto Felici フィレンツェ国立修復研究所
Denis Zanetti 有限会社メッザドリンジェニェリア

R1.6.9～R1.6.18

Guido Botticelli
フィレンツェ国立修復研究所

Fabrizio Bandini
Daniela Maria Murphy

Associazione Bastioni
Stefania Franceschini

派遣理由：壁画関連研修における指導助言

R1.6.10～R1.6.15
Yasar Selcuk Sener

ガーズィ大学 カッパドキア大
学ほか コ 03

Bekir Eskici
派遣理由：ミ​ャ​ン​マ​ー ​･​バ​ガ​ン​寺​院​壁​画​の​保存​に​係​る​現​地​調​査​

R1.7.11～R1.7.30
Daiele Angellotto フィレンツェ国立修復研究所

バガン考古遺跡群 助成金
（住友財団）Daniela Maria Murphy

Associazione Bastioni
Stefania Franceschini

派遣理由：アンコール遺跡の石造構造物の微生物劣化に関する調査

R1.8.20～R1.8.31 Ji-Dong Gu The University of Hong Kong シェムリアップ及
びコンポントム 科研費

派遣理由：ワークショップ「漆工品の保存と修復」の運営補助

R1.12.1～R1.12.8 Magdalena Kozar Dresden State Art Collections ケルン市博物館東
洋美術館 コ05

派遣理由：ミャンマー・バガン寺院壁画の保存に係る現地調査

R2.1.14～R2.1.26
Daniela Maria Murphy Associazione Bastioni

バガン考古遺跡群

助成金
（住友財団）

Daniele Angellotto フィレンツェ国立修復研究所 コ03

R2.1.17～R2.1.26 Stefania Franceschini Associazione Bastioni 助成金
（住友財団）

令和元年度における国外から国外への派遣申請については下記のとおりである。

職員の海外渡航

１
  職
員
の
海
外
渡
航
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５
  研
究
交
流

派  遣  期  間 氏　　名 国　　籍 所　　　　属 経　　費
招へい理由：「ブータンの歴史的建造物保存活用に関する拠点交流事業」に係る専門家会合への出席及び発表、民家
　　　　　 の保存活用事例に関する視察研修加

1.6.23 ～ 6.28
Yeshi Samdrup

ブータン ブータン内務文化省文化局　遺産保存課　主
任建築技士

受託（文化庁
　ブータン）Pema Wangchuk

招へい理由：シリア人専門家研修「歴史的都市及び建築物の復興に向けた調査計画手法」への参加

1.7.23 ～ 8.6
Firas Dadoukh

シリア 古物博物館総局　土木工学技士
受託（奈良県
立橿原考古学
研究所   シリア）Muad Ghanem

招へい理由：「DNA 塩基配列情報に基づく文化財害虫の新規データベース構築」の研究遂行のための研究協力

1.7.30 ～ 8.12 Ubaldo Cesareo イタリア アーカイブズ・書籍資料保存修復中央研究所
客員研究員 科研費

招へい理由：ICCROM 国際研修 ｢紙の保存と修復｣ への参加

1.9.8 ～ 9.27 Aranzazu Blat Burgues スペイン カタール博物館イスラム美術館　紙及び本保
存修復技術者

コ05
1.9.8 ～ 9.28

Mariia Borysenko ウクライナ 国立保存修復所　"St. Sophia of Kiev"　科学修
復部　芸術家・修復技術者

Claudia Giostrella イタリア 文化財・文化活動省　ピサ及びリヴォルノ県
考古学・美術・景観監督局　修復技術補佐

Rosaleen Hill カナダ クイーンズ大学　紙及び写真保存修復部長・
教授

Lindsey Hobbs アメリカ ニューヨーク市立公文書館　保存修復担当責
任者

Kate Hughes オーストラ
リア

ニューサウスウェールズ州立図書館　紙及び
写真保存修復技術者

Yuyang Liu 香港 香港大学図書館　司書補

Clodagh Neligan アイルラン
ド

ダブリン大学トリニティカレッジ図書館　上
級紙保存修復技術者

Matthias Sotiras フランス 大英博物館　東洋絵画保存修復技術者
Kristina Virro エストニア タルトゥ大学図書館　保存修復部長

1.9.21 ～ 9.28 José Luiz Pedersoli 
Júnior ブラジル 文化遺産国際協力センター（ICCROM）　プ

ロジェクト先方負担マネージャー 先方負担

招へい理由：クリーニング材料・方法のワークショップ」参加

1.10.5 ～ 10.12 Paolo Cremonesi イタリア
文化遺産保存科学者
アムステルダム大学・リュブリャナ大学客員
講師

ホ05

招へい理由：「博物館の環境管理に関するイラン人専門家研修」への参加

1.11.24 ～ 11.30

Manijeh Hadian 
Dehkordi

イラン
文化遺産観光研究所　研究員

コ02Parastou Naeimi Taraei
Fereshteh Zokaei イラン国立博物館　印章・貨幣部門長
Maryam Ahmadi イラン国立博物館　金属製品修復部門長

令和元年 度における海外からの招へいは、下記のとおりである。

２．招へい研究員等
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３．海外研究者等の来訪

⑵　表敬訪問ほか

来訪期間 氏　名 国　籍 所　　　　属 備　　　考

1.8.1 ～ 10.31 Cindy Lau シンガポール 国立文化遺産局　
文化遺産センター

文化財の強化処置とメンテナンスに関
する最新技術の調査

1.9.18 ～ 10.5 姜敬惠 韓国 国立無形遺産院 日韓研究交流にかかる調査

⑴　来訪研究員

日　程 来　訪　者 国籍 所　　属　　等 目　　的

19.5.24
Ritirong Jiwakanon

タイ
チュラーロンコーン大学タイ研究所長

表敬訪問
Arthit Tongtak チュラーロンコーン大学タイ研究所  管理副局

長

19.5.24
Suebpong Changboonchu

タイ

チュラーロンコーン大学タイ研究所  外交副局
長

表敬訪問
Pram Sounsamut チュラーロンコーン大学タイ研究所  研究副局

長

19.9.6

Nguyen Thanh Quang

ベトナム

ハノイ遺産保存センター副センター長
表敬訪問、
施設見学Nguyen Hong Chi ハノイ遺産保存センター展示保存課長

Hoang Thu Thui ハノイ遺産保存センター管理課副長

19.10.3 Webber Ndoro ジンバブエ 文化財保存修復研究国際センター
（ICCROM）所長 表敬訪問

19.10.7 Paolo Cremonesi イタリア
文化遺産保存科学者
アムステルダム大学・リュブリャナ大学客
員講師

表敬訪問、
施設見学

19.11.5 Tristram Hunt イギリス ヴィクトリア＆アルバート博物館長 表敬訪問

海外研究者等の来訪

派  遣  期  間 氏　　名 国　　籍 所　　　　属 経　　費
招へい理由：文化遺産国際協力コンソーシアム研究会「文化遺産と SDGs II―世界では、いま何が語られているのか―」
　　　　　での講演

2.1.29 ～ 2.1 Giovanni Boccardi イタリア ユネスコ文化局　防災担当主任 受託（文化庁　
コンソーシアム )

3
　
海
外
研
究
者
等
の
来
訪
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日　程 来訪者及び視察者等 備　　考
31.4.16 ズィー・カール大学　2 名 視察
1.6.26 韓国国立文化財研究所　文化財保存科学センター　3 名 施設見学
1.7.25 シリア古物博物館総局　2 名 視察
1.9.2 青山学院大学　11 名 施設見学
1.9.12 東北芸術工科大学　25 名 施設見学
1.9.13 国際研修「紙の保存と修復」　10 名 研修・施設見学
1.9.18 青山学院大学　26 名 施設見学
1.9.20 韓国文化財庁　文化財活用局　世界遺産チーム　3 名 研究交流
1.9.30 国立台湾歴史博物館　3 名 施設見学
1.10.3 日本女子大学　物質生物縦の会　21 名 施設見学

1.10.7 インドネシア　バンドン工科大学　芸術デザイン学部　工業デザイン課
5 名 施設見学

1.10.21 中国貴州省関係者　13 名 施設見学
1.10.29 帝京大学文化財研究所　文化財科学研究センター　7 名 視察
1.11.20 文化庁（研修生）　10 名 視察
1.11.25 イラン人研修生　4 名 研修・施設見学
1.11.28 熊谷市文化財保護審議会　9 名 施設見学
1.12.10 スレイマニヤ博物館　3 名 視察
1.12.10 復旦大学　中華古籍保護研究院　18 名 施設見学
1.12.18 アジア太平洋無形文化遺産研究センター　21 名 視察
2.2.17 公益財団法人　文化財建造物保存技術協会　12 名 施設見学
2.2.20 東京学芸大学　15 名 施設見学

４．主要来訪者、施設見学

５
  研
究
交
流


